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　小諸市の保護条例で指定された蝶は 2種。6月
号で紹介したアサマシジミと、今回取り上げるア
サギマダラだ。アサマシジミは本当に絶滅に瀕し
ている蝶だが、アサギマダラは保護の甲斐あり、
増えている蝶だ。どうしてアサギマダラが指定さ
れたかといえば、糠地でアサギマダラの調査をやっ
ておられる方がいて、糠地がアサギマダラの里と
して全国的に名前が知られているからだ。マーキ
ングと言って翅

はね
に特定の番号を書いて放している

のだが、2022 年には 9月 30 日に糠地でマーキン
グされたアサギマダラが 12日後に岐阜県で再捕獲
され、その個体がさらに 24日後に奄美諸島の喜界
島で捕獲された。さらに 9月 26日にマーキングさ
れた別の個体が 40日かけて喜界島まで飛んだこと
がわかっている。糠地から喜界島までは直線距離
で 1,190km以上もある。喜界島では 2023 年にも
小諸から移動した蝶が捕獲されている、自分でマー
クした蝶がこんなに遠くまで飛んでいくなんて、
ロマンのある話だと思う。

問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

アサギマダラの里

　小諸高原美術館・白鳥映雪館の所蔵する貴重な作品
たちを、第１・第２展示室でご紹介いたします。
　この展覧会では、神津港人、辻村八五郎の油彩画、
丸山晩霞、小山周次の水彩画、北沢収治の版画、内堀
功のブロンズ彫刻など、多様なジャンルの作品を展示
します。これらの所蔵作品は、時代の息吹や文化の一
端を伝えるものでもあります。
　是非、この機会にその魅力に触れていただきたいと
思います。ご来場を心よりお待ちしております。

▶期　間　9/8 ㈰ ～ 10/3 ㈭
▶観覧料　一般 500 円、小中学生 250 円
▶開館時間　9:00 ～ 17:00
▶展示期間中の休館日
　9/9 ㈪、17㈫、23㈪、30㈪

小諸でマーキングされたアサギマダラにはKMRと書かれている
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北沢収治≪近海航路≫


